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これが玉川村の

広報たまかわ

交
付
を
受
け
た
地
域
振
興
券

は
、
村
に
登
録
さ
れ
た

1
0
7
の

特
定
事
業
者
(
下
記
一
覧
表
参
照
)

で
の
み
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
定
事
業
者
は
、
庖
舗
や
事

務
所
な
ど
の
見
え
や
す
い
と
こ
ろ

に
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
券
の
使
用
期
間
は
、

4
月
1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で
の

6
カ
月
間
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
忘
れ
な
い
で
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、
地
域
振
興
券
は
、
一
枚

千
円
券
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

振
興
券
を
使
用
し
て
買
い
物
な
ど

を
す
る
場
合
、
釣
り
銭
が
出
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
地
域
振
興
券
の
申
請
事

務
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

置
玉
川
村
役
場
企
画
財
政
課

企
画
係
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地

玉
川
村
の
地
域
振
興
券
の
申
請

及
び
交
付
の
事
務
手
続
き
は
、

3

月
お
日
(
火
)
か
ら
お
日
(
金
)
ま
で

の
4
日
間
行
わ
れ
る
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。
く
わ
し
い
手
続
き
の

日
時
と
場
所
は
、
別
表
の
と
お
り

で
、
各
行
政
区
ご
と
に
割
振
り
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た

時
間
と
場
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

年
齢
が
日
歳
以
下
の
子
供
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
に
は
、
事
前

に
「
地
域
振
興
券
引
換
申
請
券
」
が

役
場
か
ら
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
申
請
券
を
受
け
取
っ
た
世
帯

主
(
申
請
者
)
は
、
申
請
券
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
請
手
続
き
の

際
に
申
請
券
を
持
参
す
れ
ば
地
域

振
興
券
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
福
祉
年
金
や
樟
害

基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は
、
事
前

に
「
地
域
振
興
券
交
付
申
請
書
」
が

役
場
か
ら
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
申
請
書
に
住
所
・
氏
名

特
定
事
業
者

(
川
辺
)

・
岩
谷
理
容
脂
・
須
藤
造
園

-
レ
ス
ト
ラ
ン
湖
上
・
三
城
寿
司

@
ヤ
マ
ザ
キ
自
動
車
整
備
工
場

-
円
谷
電
器
商
会
・
レ
ス
ト
ラ
ン

独
留
馳
・
山
市
井
手
商
会
・
フ
レ

ッ
シ
ュ
カ
ト
ヤ
・
モ
ン
ペ
リ
エ
玉

川
熊
田
庖
・
帰
熊
田
商
庖
・
須

藤
呉
服
応
・
医
療
法
人
味
原
医

院(
蒜
生
)

・
は
ち
ま
ん
ら
あ
ー
め
ん
@
藁
谷

商
庖
・
山
市
曲
山
工
務
局
・
添
田

電
器
商
会
・
側
コ
メ
リ
ハ
ー
ド
ア

ン
ド
グ
リ
ー
ン
玉
川
庄
@
渡
辺
時

計
宿
@
花
の
さ
が
ら
・
ハ
ウ
ス

イ
ン
テ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
@
樹
日
の

出
犀
・
曲
山
理
容
{
河
川

小

高
)

-

車

田

・

あ

ぶ

く

ま

石

川
農
業
協
同
組
合
泉
支
応
・
あ
ぶ

く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合
泉
給
油
所

・
海
転
す
し
と
と
ろ
@
細
川
五
十
嵐

電
設
・
小
針
ホ
ン
ダ
・
小
原
精

肉
応
・
溝
栄
工
務
庖
・
プ
ラ
ザ

ク
ル
マ
ダ
・
さ
ぬ
き
う
ど
ん
天
霧

玉
川
庖
・
丸
正
呉
服
自
・
帰
イ

を
記
入
し
、
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
事
由
の
中
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
事
項
を
特
定
の
う
え

申
請
手
続
き
の
際
に
持
参
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
申
請

者
本
人
が
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

玉川村役場

北庁舎

3月23日(火)

午前 9時~

11U寺30分

午後 1Il寺~4 時

午前 9時~

11時30分

辺

生

τ" I問

寺

崎

中

法山

行

点

問

地

『

t
l
J
r
p

什
ハ
ア
あ

盟七

F邑
表

リ
ヤ
@
偏
石
井
商
庖
・
み
し
ろ

や
・
い
ず
み
写
真
館
・
柏
犀

@
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
吋
空
主
川
府

@
首
藤
篭
気
脂
・
叫
側
、
主
婦
の
応
玉

川
底
・
溝
井
理
美
容
所
・
湯
沢

菓
子
応
・
関
根
自
動
車
整
備
工
場

@
天
神
屋
・
車
問
自
動
車
整
備
工

場
@
鮪
む
な
か
た
・
理
容
一
一
一

輪
・
ア
キ
美
容
室
・
島
津
薬
品

玉
川
庖
・
細
川
タ
ゴ
シ
ョ
ウ
ブ

1
ズ

日
の
丸
亭
玉
川
忠
・
酒
ワ
ー
ル
ド

あ
め
だ
や
玉
川
脂
@
く
す
り
の
サ

ン
キ
ュ

l
玉
川
屈

(

中

)

・
月
田
歯
科
医
院

@
尉
末
広
玉
川
庖

-
遠
藤
電
気
工
事
庖

ん
出
@
香
林
坊

-
出
町
釘
屋
商
庖

・
遠
藤
理
符
所

.
、
水
林
ふ
と

・
そ
う
り
美
容

(
龍
鱈
)

・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ボ
ン
マ
ル
シ
ェ

・
安
積
屋
乙
字
亭
・
ど
ュ

1
テ

イ
サ
ロ
ン
す
み
れ
・
ヤ
マ
ザ
キ
デ

エ
港
入
口
庖

・
ル

1
ブ
石

イ
リ

1
ス
ト
ア

・
帰
仁
井
田
工
務
庖

井
・
鈴
木
建
興

施

原
則
で
す
が
、
都
合
に
よ
る
来
れ

な
い
場
合
は
、
代
理
人
に
よ
る
申

請
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
日
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
場

合
は
、
そ
の
後
、
役
場
企
顕
財
政

課
(
本
庁
2
階
)
で
随
時
、
申
請
の

受
付
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

須釜公民館

玉川村役場

北庁舎

午前 9時~

11持30分

午後 1 時~4 時

午前 9時~

午後8時

午後 1 待~4 時

山小屋・四辻新田

河 平・青井沢

釜

釜

i豆

5頁

須

吉

地
ノ、
工仁

南

1と

3月248(水)

3月25日(木)

3月26日(金)

(
南
須
釜
)

・
あ
ぶ
く
ま
石
川
農
業
協
同
組
合
須

釜
支
応
・
一
一
一
束
鋼
材
・
帰
宝
屋

高
局
・
鋼
大
野
商
出
・
関
根
商

庖
・
と
ば
り
理
美
容
室
・
帰
大

木
運
輸
・
や
ま
と
や
旅
館
@
魚

秀
支
庖
・
ナ
カ
ヤ
商
癌
・
ナ
カ
ヤ

薬
局
・
つ
む
ら
や
商
応
・
大
野
酒

庖
・
ブ
ラ
ス
ト
・
一
雨
崖
商
賠

・
小
山
田
美
容
宅
@
帰
塩
沢
設
備

-
医
療
法
人
敬
友
会

ヤ空島@て jt
ロ商工ふ宇田沼
ン事アる島塞
備)ポさ 2P8・ !と去
号制・ト亭主
ト日サ 工
ヨ高克 1 .ノV

タ商ピ m 骨掲

レ事ス
ン守場
タ

-
石
楠
花

@
械
福

• 

ス烏
航
空
サ
ー
ビ
ス
鮒
・
ヤ
マ
ト
運

輸
例
措
島
空
港
営
業
所
@
日
本
通

運
側
福
島
空
港
営
業
所
@
日
本
航

空
欄
福
島
支
庖
・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン

タ
カ
ー
福
島
空
港
匝
@
制
関
根
高

広
・
ヤ
マ
タ
商
自
・
塩
沢
高
信

・
塩
沢
美
容
室
・
鈴
木
商
岩

(
山
小
屋
)

・
石
森
商
市

品哩
自著
屈巴

3 
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1 1日
統一地方選挙

臨
時
特
例
法
(
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
期
日

等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
)
に
よ
り
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す。

4
月
け
日
(
日
)
は
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
そ
し
て
4
月
お

巳
(
臼
)
は
玉
川
村
長
選
挙
と
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ら
の
選
挙
は
私
た
ち
の
声
を
県
政
、
村
政

に
(
反
映
す
る
た
め
の
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

-E語阜
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

告
示
日
4
月
2
日
(
金
)

投
票
日
4
月
日
日
(
日
)

画
玉
川
村
長
選
挙
及
び
こ
れ
と
同

時
に
行
う
玉
川
村
議
会
議
員
補
欠

選
挙告
示
日

投
票
日

4 4 
月月
25 20 
日日

日火

村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
議

員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
に
行
わ

れ、

3
月
8
日
現
在
で
選
挙
す
べ

き
議
員
の
数
は
、

2
人
で
す
。

zm
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

①
昭
和
弘
年
4
月
ロ
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
本
村
に
住
所
を
有
し
て

い
る
方
(
居
住
の
事
実
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
)

②
平
成
日
年
1
月
1
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
し
て
、
本
村
に
居
住

の
事
実
の
あ
る
方

圃
玉
川
村
長
選
挙

議
員
補
欠
選
挙

①
昭
和
弘
年
4
月
お
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
本
村
に
住
所
を
有
し
て

い
る
方
(
居
住
の
事
実
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
)

②
平
成
日
年
1
月
間
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
し
て
、
本
村
に
居
住

の
事
実
の
あ
る
方

玉
川
村
議
会

画
撞
畠
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

①
平
成
日
年
4
月
日
日
午
前
7
時

ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

②
平
成
日
年
ロ
月
刊
日
ま
で
に
転

出
し
た
方
。
た
だ
し
平
成
叩
年

ロ
月
日
日
以
降
の
転
出
者
で
も

県
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
投
票

「
も
う
す
ぐ
一
年
生
。
阜
く
学
校
へ
行
き
た
い
な
あ
」
と
新
入
学
児
護

は
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
患
い
ま
す
口
本
年

4
月
に
村
内
の
各
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
総
数
は
昨
年
よ
り
2
人
少
な
い
白
人
で
す
。

次
の
児
童
名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、
間
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
村
教

青
委
員
会
(
窓
口
ω
1
4
6
3
3
)
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

国須坂矢関白関向吉

日
ん
童
氏
名

矢

部

亮

平

吉

田

大

祐

須

藤

晋

也

矢

部

裕

弥

須

藤

貴

弘

平成11年3月広報たまかわ

保
護
者
名

正

恵

今
朝
雄

、
氷
勝

重

明

祐

良

谷藤本部根旗根井田

磨一一睡佳恵宙山々翼

香
央
里

祐知奈員千裕

小車小車溝割車岩佐曲
久児

林田針田井栢田谷間山童

政勇寿篤大尚春友雄氏
名

詞志人和志海平樹彦二

健

次孝
正

一

敏

明

照

義

吉

康隆
刀
ロ

善

孝

菊信由武浩正守義倉孝霊

雄彦香実一大義人音夫喜

矢石関小添溝秋曲西渡小本 吉 小坂車小渡溝吉小上出三 葉 石矢遠

吹森根林田井保山牧辺林田田林本田針辺井田林野山輸粥森吹藤

瞭生凌日汀一FL
 

介
而
相
川也大哉司静

佑
美
枝

実

香

智

里
め
ぐ
み

く
み
子

優

香

優

子
望

祥

子

沙
也
佳

李

果

直

美
加
代
子

恵
美
子

里

紗

裕

菜

康信大哲正真和

児

童

氏

名

石

森

金

幸

昇

一

幸
太
郎
浩
智
津
子
勇
寛

慶

真

次

正

一
一

喜

光

史

コ二一
吾
田力

周

吉

明

徳

豊

一

吉

弘浩
士
口
和

友

情

次

男
登
志
夫

文

彦
一7

弘

保

夫

藤

夫

光

春
泰

信
新

二
総

人

保
護
者
名

金

弘

で
き
ま
せ
ん
。
県
内
の
市
町
村

に
1
回
に
限
り
転
出
し
た
方
は

投
票
で
き
ま
す
。
(
他
市
町
村

に
お
い
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
は
除
か
れ
ま
す
)

③
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
て
も
居
住
の
事
実
の
な
い
方

画
玉
川
村
長
選
挙
・
玉
川
村
議
会

議
員
補
欠
選
挙

①
平
成
日
年
4
月
お
日
午
前
7
時

ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

②
平
成
凶
年
ロ
月
弘
日
ま
で
に
転

出
し
た
方
。
な
お
、
平
成
叩
年

ロ
月
お
日
以
降
に
転
出
さ
れ
た

方
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

(
表
示
者
)
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
の
選
挙
で
す
の
で
投
票
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
住
民
基
本
台
帳
に
受
録
さ
れ
て

い
て
も
居
住
の
事
実
の
な
い
方

4 

〈
一
口
の
あ
る
方

昌
一
黙
を

投
票
日
当
日
に
用
事
が
あ
っ
て

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

事
前
に
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

画
福
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

・

期

間

4
月
2
日
j

m
日

・
時
間
午
前
8
時
初
分
1
午

後

8
時
∞
分

村
役
場
住
民
室

-
揚

所

画
玉
川
村
長
選
挙
・
玉
川
村
議
会

議
員
補
欠
選
挙

-

期

間

4

月

初

日

j

M
日

・
時
間
午
前
8
時
ぬ
分

1
午

後
8
時
∞
分

役
場
住
民
室

-
揚

戸行

草大吉塩瀧熊大星鈴石塩佐阿塩草須石草 二 吉松大草戸関石矢大小桝1草

木森津藤部津野釜井野瓶村山越野賀根井吹木版校野

和

也

直

一

涼

太

春

夫

浩

輝

一

夫

貴

道

吉

永

忠

亮

忠

幸

宏

樹

伸

一

悠

太

昇

慎

也

安

雄

佑

総

直

幸

朔

太

吉

孝

未

来

克

則

晃

大

信

幸

っ

か

さ

健

め

ぐ

み

光

徳

真

実

伸

一

典

子

信

一

由

紀

力

美

保

正

保

萌

乃

公

平

浩

美

広

行

千

鶴

勇

雄

茜

守
束

尚

利

来

美

英

雄

由

希

子

行

夫

仁

美

保

美

睦

政

広

悠

希

金

男

華

澄

忠

幸

真

奈

美

正

春

真
奈

美

光

弘

(
刊
・

3
・
1
現
在
敬
称
略
)

野野村淳口谷木

動
一三一
運れ
い
止
夜
防
J

f

披
U

事

必
見
通
一

新

園

交

N

九
び
耕
一
天
園
児
は

慣
れ
な
い
道
路
を
歩
い
て
学
校
・

幼
稚
関
な
主
主
通
う
時
期
で
す
0

5

県
と
県
一死
一連
対
策
協
議
会
が
主

唱
し
、
村
密
林
一
交
通
体
格
協
議
会

厚
生
団
体
が
一中
心
と
な
っ
て
、
こ

の
時
期
に
交
通
事
故
防
止
と
交
通

安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
運
動
を

次
の
要
領
一九万
一
行
い
ま
す
。

民一
住
民
の
皆
さ
ん
も
協
力
じ
て
く

だ
さ
い
。

画
運
動
の
期
間

一
4
月
6
日
必死
4
月
ロ
日
ま
で

画
運
動
の
ス

D
rガ
ン

『
信
号
が
つ一
主
力
ピ
カ
子
ユ
ウ
い

止
ま
ろ
う
ね
』

画
運
動
の
重
点

ω子
ど
も
、

一特
に
新
入
学
(
閤
)

児
童
・
園
児
に
対
す
る
交
通
安

λ

一一
全
教
育
・
指
導
の
徹
底

ω保
護
者
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚ω通
学
・
通
園
路
な
ど
身
近
な
場

所
で
の
交
通
安
全
の
確
保

「
門
)
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平成10年度玉川村体育協会長表彰式

スポ-~聴艶曹と;

故
大
竹
寿
雄
さ
ん
に
功
労
賞

本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
選
手
を
対
象

に
表
彰
す
る
村
体
育
協
会
表
彰
式
は
、

2
月
お
日
(
火
)
午

後
7
時
に
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
に
は
、
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
や

体
育
協
会
理
事
を
長
年
努
め
ら
れ
た
故
大
竹
寿
雄
さ
ん

(
岩
法
時
)
に
贈
ら
れ
、
奥
さ
ん
の
美
智
子
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
優
秀
選
手
賞
は
、
お
名
の
選
手
に
贈
ら
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
関
根
文
子
さ
ん
(
小
高

・
小
高
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会
代
表
)
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
寺
院

建
築
な
ど
の
会
社
を
経
営
さ
れ
て

い
る
本
村
川
辺
出
身
の
画
家
小
浜

嘉
吉
さ
ん
(
旧
姓
山
崎
)
は
、
こ
の

ほ
ど
ご
自
身
と
同
級
生
が
還
暦
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
母
校

泉
中
学
校
に
水
彩
画
を
寄
贈
し
ま

し
た
。贈呈
式
は
、

2
月
6
日
(
土
)
に

泉
中
学
校
校
長
室
で
行
わ
れ
、
地

平成111'f:3月広報たまかわ

-
画
家
)

元
の
同
級
生
5
名
の
立
会

い
の
も
と
飯
島
裕
校
長
先

生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
贈

呈
さ
れ
た
水
彩
画
は
、
茨

城
県
大
和
村
に
あ
る
雨
引

観
音
楽
法
寺
の
多
宝
塔
が

描
か
れ
た
作
品
で
、
画
題

が
「
紫
陽
花
寺
雨
引
」
と
い

う
日
号
の
大
作
で
す
。

小
浜
さ
ん
は
、
泉
中
学

校
を
昭
和
お
年
度
に
卒
業

し
、
寺
院
建
築
業
の
か
た

わ
ら
美
術
の
勉
強
を
さ

れ
、
国
内
外
の
美
術
展
で

数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
現
在
は
、

i
・
m
-

a国
際
現
代
美
術
家
協
会

代
表
理
事
、
フ
ラ
ン
ス
・

ソ
シ
エ
テ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

デ
・
ボ
ザ
i
ル
正
会
員
、

勝
由
美
術
協
会
会
員
な
ど

の
要
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
浜
さ
ん
は
、

昨
年
ロ
月
に
も
川
辺
小
学

校
に
絵
画
を
寄
贈
し
て
お

り
ま
す
。

受賞された皆さん

~，引甲山 氏名 住所 土'd-問様 ~リ | 表彰覆剖 氏名古: 主所 謹白べ 主な成績

スポーツ
故大竹寿雄 岩法寺

ソフトポ 村ソフトボール協会活動及
9 
優秀

小針 医 中 剣道
石川剣道連盟大会 小学6

功労貧 ールなど び村体育協会の発展に尽力 選手賞 年笠の部個人優勝

2 
優秀

IJ¥杉昌毅 岩j去寺 フェン 第51回福島県総体個人優
10 11 佐藤 貴大 竜崎 11 

石川剣道連盟大会 小学6
選手賞 シング 勝、第53同居体団体3位 年生の部1固人準優勝

3 11 真野自雄治 山新巴 高校野球
第80回全国高校野球福島県

11 11 林奈穂三子 南須釜 11 
石川剣道連盟大会 中掌女

大会準優勝 ミ子1年生の部個人優勝

4 11 高橋由美喜 !日辺 陵土競按
福島県高校駅伝大会団体3

12 11 キホ 仁遮 11 11 
石川剣道連盟大会 小学4

位 (5区31立) 年笠の部個人優勝

5 1/ 深谷 売 11 1/ 
東日本郡山ハ フマラソン

13 1/ 
玉川少年剣友会

1/ 
石川剣道連盟大会、平田村

大会10km2位 代表小主十周吉 剣道大会団体優勝

6 11 鈴木崇夫 11 
ハンド 第21回全国E蓄積ハンドポー

14 11 
玉川第一小学絞

陸上競授
石川I也区小体連陸上大会

ボール ル選阪大至宝ベス ト8 校長 7Jく野岩雄 5年女号400mリレー優勝

? 1/ IJ¥tf十 jl~ 中 11 U 15 1/ ノ/ サッ力一
石川旭区小体連球技大会

サッ力一優勝

8 11 i石井明予 IJI 高 剣道
第35口県活校新人体育大会

16 11 
小高家庭バレーボール 家庭パレ 県民スポーツ大会

剣道団体31立 愛好会代表関根文吾 ーポール 県申1也媛大会(愛務

受員者一覧表

第
筑
間
村
民
囲
碁
将
棋
大
会
は
、

1
月
辺
日
午
前
9

時
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
囲
碁
の
部
に
幻

名
、
将
棋
の
部
に
お
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
囲
碁
の
部
の
A
級
リ
l
グ
で
は
、
首
藤

三
千
雄
さ
ん
(
小
高
)
が
優
勝
を
飾
り
第
斜
回
大
会
か
ら

の
三
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
毎
の
成
績
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

，毛J叩ヤ…に日日一守、一r九作A山勺川γ一ιr  山申』υ，リJ 山
←r戸一戸Vーホ Il-ィ 」将棋の部 言 明 |

1愛綴 議藤三千雄 優勝 双翠正輝

A級 A.1¥及 2位 雷原泰司

31立 小額澄夫 3f立 矢吹義隆

優勝 小針佑輝 優勝 吉田粂吉

B級 21立 我妻 B級 21立 大木筆舌

3位向部荘一 3f立 関根一之

優勝 宗形 現1 優勝 {在匂木雅俊

C，ti及 2f立 援::f j等之 C級 21立 大木トミヨ

31立i野口英一 31立 宗形一寿

優勝 塩沢結花 優勝 小山田通

。級 2位 宗形 賢介 。級 21立 国井桁樹

3位 宗形麻美 31立 佐藤亮平

平
成
同
年
度
第

4
回

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が

1
月
辺
日

(
金
)
に
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
次
の

9
名
の

子
ど
も
た
ち
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

6 

ン
ク
l
ル飯田静香

(中・晴夫)

三瓶莞明
() 11辺・和夫)

佐藤遼
(申達也)

酒井佑果
() 11辺・裕之)

大野志乃美
(南須釜博良)

魁
兼友)

希
ヨ
真
正
富
建

主
寸
箱

橋
辺
一ロ同り

根本沙也香
(}l1辺 ・善勇)

秋山菜奈
(吉 ー男)

り
が

-つ

1
月
却
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
献
血
の
献
血
者
は
次
の
臼
名
で

し
た
。
あ
芯
た
の
愛
に
感
説
い
た
し
ま
す
。

平
成

ω年
度
の
献
血
は
、
4
月
・
ア
用
・

ω月・
1
月
の
4
口
実

施
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
成
分
献
血
は
、
白
標
数
を
達
成
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、
献
血

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
昨

年
よ
り
も
お
人
増
え
ま
し
た
。
愛

の
献
血
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
健
康
橿
祉
課
)

-
東
京
精
工
(
引
名
)
阿
部

由
紀
夫
・安

斎

笑

・宇
都
宮

幹
・
遠
藤
道
義
・
大
越
ト
ミ
子
・

大
槻
金
市
・
小
川
剛
・
加
藤

進
・
草
野

一
代
・
小
林
輝
美
・
近

内
由
美
子
・
斎
藤
良
雄
・
坂
倉

和
男
・
佐
藤
勝
利
・
白
旗
正

彦
・須
藤
初
枝
・先
崎
二
一ん・円

谷
善
一
郎
・
円
谷
幸
生
・永
沼

喜一

・
永
林
正

了
仁
井
田
倉

一
・
西
牧
啓

一
・
深
谷
幹
雄
・
藤

沢
乙
雅
・
藤
沢
靖
彦
・
三
島
木

哲
也
・
水
野
寛
幸
・
溝
井
隆

裕
・
矢
部
政
広
・
吉
田
辰
良

@
福
島
双
羽
電
機
(
株

)
(
9

123% 

11% 3人成分献血

400mQ 

名
)
秋
田
秀
男
・
有
我
冬
・

石
森
と
よ
・
稲
川
と
く
子
・
小

林
タ
ツ
子
・
小
林
友
晴
・
坂
崎

昭
・
須
藤
知
・
本
田
剛

@
玉
川
村
役
場
前
(
剖
名
)
有

賀
明
美
・
石
井
久
美
子
・
和
白
丞
吾

真
・岩
谷
勝
雄
・
川
田
正
裕
・
草

野
正
博
・熊
田
弘
喜
・車
田
光

子
・
小
針
美
子
・
佐
藤
恵
美
子
・

三
瓶
ア
キ
子
・
塩
沢
賢
了
塩

沢
美
代
子
・
須
釜
信
一
・
鈴
木

篤
・
鈴
木
孝
・
田
村
伸
也
・
永

林
し
の
ぶ
・
野
口
サ
ツ
子
・
広
瀬

亜
紀
子
・増
子
広
行
・水
野
ゆ

み
・
森
博
・
吉
田
ハ
ツ
子

7 
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結

婚
村公民館主催のスキー教室が磐梯国際スキ

ー場で行われました。小学生から大人まで

31名が参加して、玉川スキークラブ員の指

導のもと楽しい教室となりました。

平成11年3月広報たまかわ

『糖尿病は、早期発見が大切J。そこで村健
康福祉課では、 1月26日から2月25日までに
4固に分けて村民を対象に糖尿病予防教室を開

催しました。

専門震や栄養土からの分かりやすい指導に皆

さん真剣に受講していました。

縄
問6

，~\び
地で
良
い
汗

須釜小学校PTA(鈴木繁一会長)教養委員会主催による講演会は、
田村高校陸上部監露の下重庄三先生を講師に招いて『栄光を勝ち取

るためにJと題して行われました。陸上競技の選手時代や指導者と
しての経験を通して話されました。また、玉川第一小学校PTA(関
根仁一会長)では、平成10年度総会の記念講演会として、石川町在

住の叡手菊泡章夫さんを講師にf物語は出逢いと別離から始まったj
と題してユーモアあふれる話と歌を楽しんでいました。

糖尿病予防教室を開校

青
少
年
育
成
村
氏
会
議
南
須
釜
地

区
推
進
協
議
会
(
円
谷
房
夫
会
長
)

主
催
の
第
日
田
縄
跳
び
大
会
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
村
内
全
域
か
ら
小
学
生

か
ら

一
般
ま
で
山
名
が
参
加
し
て

心
地
良
い
汗
を
流
し
な
が
ら
記
録
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後

に
は
、
参
加
者
全
員
に
ト
ン
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
D

大
会
の
各
ク
ラ
ス
別
の
優
勝
者
は
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

暗
闇
連
続
跳
び
の
部

(

幼

稚

園

〕

石

井

真

美

郎

回

(
小
学
1
年
生
〕
小
針
望
美
加
回

〔
小
学
2
年
生
〕

塩

津

祐

成

郎

回

〔
小
学
3
年
生
〕
真
野
自
宏
美
加
回

〔
小
学
4
年
生
〕
小
針
千
佳
胸
囲

〔
小
学
5
年
生
〕
石
森
実
佳
山
回

〔
小
学
6
年
生
〕
須
釜
佳
織
肌
回

〔
高
校
j
お
歳
〕
我
妻
伸

一

如

回

〔
お
歳
j
ぬ
歳
〕
宗
形
美
代
子
初
回

〔
必
歳

1
羽
歳
〕
宗
形
武
将
初
回

〔
印
歳
以
上
〕
吉
村
忠
雄
卯
回

量
二
重
跳
び
の
部

〔
低
学
年
〕
石
森

(
高
学
年
〕
増
子

柑
持
産

「
た
ら
の
芽
営
住
P

博大
之地

闘
がJ
題

緑川九一
~yuNI

相
談
員
・
行
政
担
当
者
が

村
結
婚
相
談
所
で
は
、
近
隣
町
村
し
た
合
同
研
修
会
を
マ

l
ヴ
ェ
ラ
ス

の
相
談
員
や
行
政
担
当
者
を
対
象
に
末
広
で
開
き
ま
し
た
。

研
修
は
、
講
師
に
フ
リ
l
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
全
国
農
村
結
婚
問
題
研

究
会
議
な
ど
で
活
躍
す
る
西
沢
江
美

子
さ
ん
が
「
今
、
男
と
女
が
お
も
し
ろ

い
l

む
ら
の
後
継
者
を
考
え
'る
」
と

題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
古
殿
町
花
嫁
相
談
所
の
我

妻
啓
古
事
務
局
長
と
浅
川
町
農
業
委

員
会
の
八
代
功
二
事
務
局
長
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

交
流
会
が
開
か
れ
お
互
い
の
情
報
交

換
と
今
後
の
活
曜
を
約
束
し
ま
し
た
。

玉
川
第

一
小
学
校
(
水
野
岩
夫
校

長
)
で
は
、
6
年
生
の
社
会
科
の
勉

強
の

一
環
と
し
て
、
郡
山
市
で
タ
イ

料
理
庖
を
経
営
し
て
い
る
吉
田
秀
雄

き
ん
の
奥
さ
ん
で
、
タ
イ
出
身
の
ケ

サ
リ
ン
さ
ん
を
特
別
講
師
に
招
い
て

間
際
社
会
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

6
年
生
印
名
は
、
ケ
サ
リ
ン
さ
ん

か
ら
タ
イ
の
地
勢
や
人
口
、
文
化
、

芸
術
な
ど
を
写
真
や
雑
誌
を
使
つ
て

の
講
義
に
真
剣
に
聞
い
て
、
国
際
理

解
に
感
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

合玉
員 川村
43た生
人ら産
工の物

5ま甚
之コ二フロ
ヱョ産所
た組てご

生合忌
34須し
ま釜の
ごミ定里
江 f王寺セ

でほれ中ツたら R 食んま乙語、
しどてでク 230 、しなぷしが令タ
アこのし完は偶準ムどらた行長 l
》盛 ま 売午の備却での。わ ・二
況うさ前パしが P試てれ組¥

は
ば
た
け
夢
飛
行

経一糸川ス
カ
イ

b
f
、
ド
を
ぶ
ぃ川
区
、
め
ド

メ
l
ト

J
Jい¥手

z
:
l
t一三
官…

苛一中
学
三
年
生
全
員
に

J

泉
中
学
校
の
元
P
T
A
役
員
で
つ
は
日
本
航
空
の
社
員
が
、
須
釜
中
学

く
る

「は
ば
た
け
幻
夢
飛
行
」
(
大

校
に
は
全
日
空
の
社
員
が
来
校
し
て

八
木
健
治
会
長
)
は
、
こ
の
春
に
卒
交
付
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
D

業
す
る
泉
、
須
釜
雨
中
学
校
の
卒
業
空
港
の
あ
る
村
の
中
学
校
を
卒
業

生
山
名
全
員
に
、
国
内
航
空
運
賃
が
す
る
と
い
う
絶
好
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

半
額
割
引
に
な
る
ス
カ
イ
メ

l
ト
カ
生
徒
た
ち
は
大
喜
び
。
大
八
木
会
長

l
ド

を

贈

り

ま

し

た

。

も

「

カ

l
ド
を
持
つ
こ
と
で
空
の
旅

ス
カ
'イ
メ

1
ト
カ

l
ド
は
日
本
航
へ
の
関
心
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
」
と

空
、
全
日
空
な
ど
国
内
各
社
が
発
行
話
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
共
通
カ

l
ド
で
、
泉
中
学
校
に

2つの玉川村商工会青年部
が交流会!

本村と同名が縁で交流している埼玉県玉川村の商工

会から近藤昭吉商工室長以下16名が本村の商工会を
訪れました。舎回は、主に若い世代の青年部員が中/1)

の訪問で、本村からも大木青年部長以下11gが出席

して青年部活動などについて意見交援会を行いました。

また、翌日は福島空港やこぶしの里センターの視察

，研修や蕎麦打ちの実技交流を行いました。

，...._， 

8 玉川村就業改善センター日本間-ところ平成 11 年3月20日 (t)~24日(水)き-と玉川村就業改善センター日本間-ところ平成 11 年3月20臼 (土)~24日(水)き-と欝議室事喜麓鞠111=:81露纏鱗譲童書9 



tiJ80 
福島空港2，500m新滑走路開港記念

歩こう福島空港
新滑走路徹底ウォッチ

-・ 3~

f玉E
~ニ

三種混合予防接種・・.

午後1時30分~

.3月
18日(金)

土

地

取

引

に

は

…
県

景

観

条

例

の

…

割
問
問
問
れ
比
一
問
時

届
出
が
必
要

…

届
出
制
度
ス
タ
ー
ト

…

U
行

に

の

ウ

マ

行

ら

及

が

月

川

底

ラ

ー

国
土
利
用
計
画
法
の
届
出
制
度

…

本
年
4
月
1
日
以
降
、
一
定
の

…

同

引

ロ

附

撒

外

ぱ

m

m

が
変
わ
り
ま
し
た
。

…
規
模
を
超
え
る
建
築
物
の
新
築
や

…

ω
む

何

日

間

m
M
制

崩

j

港

、

(

事

λ

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

…
土
地
の
造
成
な
ど
を
行
う
場
合
、

…

け

空

は

回

怖

気

U
前

り

行
、
つ
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
は
売
買

…
初
日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な

…

ド

齢

韓

問

均

一臥
の
午
は

な
ど
の
契
約
前
に
そ
の
届
出
が
必

…
り
ま
す
。

…

似
口

証
幻
跡
目
沼
拡
時

港

場

巨

つ

需

主

¢

E
じ

要
で
し
た
が
、
平
成
問
年
9
月
1

…
zm
届
出
が
必
要
な
行
為

…

空
会
の
な
で
引
力
当
で

患

を

。
年

と

歩

コ

ス

日
か
ら
、
契
約
締
結
後
2
週
間
以

…
①
高
さ
が
日

m
又
は
建
築
面
積
が

…

福
畑
討
4

フ
鵬
時
己
〉
間
相

内
に
買
い
主
が
土
地
の
利
用
目
的

…
1
千
討
を
超
え
る
も
の

及
び
取
引
価
格
な
ど
を
市
町
村
支
u

②
土
也
の
造
成
な
ど
で
面
責
が

3

H

憶
木

+
A
T
+底。、

-
w
p
b内

E
L

J

2
1
、

平

T

…

京
北
司
法
カ
-
立
ロ

B

E

場
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
れ
二
十

m
又
は
法
面
の
高
さ
が

5
m
か

…

z

-

-

1

・
J

ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

…
つ
長
さ
が

m
mを
超
え
る
も
の

…

事

務

手

続

が

変

わ

り

ま

す

な
お
、
詳
し
く
は
、
福
島
県
庁

…
③
屋
外
に
物
品
の
集
積
・
貯
蔵
で
、

…

森
林
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
れ
ま
す
。

土
地
調
整
課

(
2
0
2
4
1
m
l
…
高
さ
が
3
m
又
は
5
百
ぱ
を
超
え
る

…
律
が
本
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ

(
2
)
森
林
施
業
計
画

7
1
2
5
)
、
県
中
地
方
振
興
局

…
も
の

…
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
事
務
手
森
林
施
業
計
画
の
認
定
請
求
書

地
域
振
興
課

(
2
0
2
4
|
防
!

…
画
問
い
合
わ
せ
先
県
庁
県
民
生

…
続
き
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

及
び
変
更
の
認
定
請
求
書
の
提
出

1
2
2
0
)
、
玉
川
村
企
画
財
政

…
活
課
(
2
0
2
4l
m
7
1
7
8
)
又

…
(
1
)
伐

採

届

出

書

先

が

県

中

農

林

事

務

所

か

ら

市

町

謀
(
岱
貯
1
4
6
2
9
)
の
い
ず
れ

…
は
県
中
地
方
振
興
局
県
民
生
活
課

…

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
村
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。

か
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

…
(岱

0
2
4
1
妨

i
1
5
2
0
)
ま
で
。
…
て
い
る
民
有
林
の
立
木
を
伐
採
す
詳
し
い
こ
と
は
、
村
農
政
課

…
る
場
合
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

(
2
U
1
4
6
2
7
)
ま
で
お
問
い

赤

摂

司

一

坦

乃

け

譲

霧

車

棋

…
伐
採
届
出
書
の
提
出
先
が
県
中
農
合
せ
く
だ
さ
い
。

.=圃，句可

i
F
I
B
i
〈
44伺

:4:;圃畠i圃==i=E圃EE!.EiEz5罰ヨ.j41i=唖

…
林
事
務
一
所
所
か
ら
市
町
村
へ
変
更
さ

前
日
時

壇
場
所
村
企
画
財
政
課

-4月
お
日
以
降
の
申
込
み
受
付

…

も
行
い
ま
す
。

…

な
お
、
お
日
以

…

降
の
受
付
は
、

…

抽
選
の
な
い
先

…

着
順
に
て
決
定

い
た
し
ま
す
。

~縄跳び大会から~

平
成
日
年
度
の
赤
坂
団
地
(
川
辺

字
武
道
)
の
分
譲
募
集
を
次
の
内
容

で
行
い
ま
す
。

画
募
集
区
画
同
区
画

-Z受付期
間

4
月
幻
日
1
4
月

お
日
画
一
受
付
場
所
村
企
画
財
政
課

画
時
間
午
前
日
時
j
午
後
4
時

圃
抽
選
日
時

4
月
幻
日
(
火
)
午

新しい滑走路の周りを散策して見ませんか? 新滑

走路の共用開始を記念して、3月28日(日)午前98寺か
ら新滑走路周辺(全コース7km)を歩いてみる企画をし
ました。希望される方は、下記により申込みください。

j里

薄1
'"コユ

ポリオ予防接種

午後1時~

.4月
1日(木)

記

。応募方法 『歩こう福島空港参加申込書Jと鵠記のうえ、
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④男女別 ⑤年齢を記

入のうえ、事務局にハガキ又はFAXで申込んで下さい。
O応募先 〒963-6304 玉川村大字北須釜福島空
港ターミナル内春の空港まつり実行委員会歩こう福島

空港行

。応募者数

。応募期間

先麓1，000名様まで
2月25臼から3月208まで

保

午後1時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ -軍

直;

{宗1

1宋

乳知児健診

(3"'4カ月兜及び1議6力月兜童)

19日(月)機能訓練

30日(金〉

午前10時

3歳兜健診

9日(金)

(問合せ先)揺富空港ピル3F福島エアポート
サービス内吾の空港まつり実行委員会事務局

0247-57-1650C担当:笹沼)

[軍

3号、:須釜公民館

i塾:受付時間

午後1時

保:保健センター

石保:石川保健センター

-南須釜の円谷嘉夫さん

・小 高の溝井一夫さん

(村社会福祉協議会)

寄付ありがとうございます
下記の方々から、社会福祉活動資金として寄付をいただきました。厚く御礼申し上げます。

記

・南須釜の大木吉邦さん

・)11 辺の須藤祐完さん
-小 高の荻田冨夫さん

・南須釜の関根博幸さん

・/11 辺の高橋兼之さん

お誕生おめでとうございます|
(2月届出分)

保護者名

功

雅彦

陵司

勝広

今朝夫

出生児氏名

白旗 悠樹

関根恵

高林佑 弥

目黒綾 乃

矢吹麻衣

地区

川辺

蒜 生

中

南須釜

北須釜

3月分

【納期限は3月15日(月)です。
忘れずに納めましょう】

今月の納税

国民年金 保険料

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

点
一
般
投
に
戦
死
の
人
の
血
潮
ど
も
紅
葉
に
彩
る
母
成
峠
は

大
王
松
友
よ
り
届
く
正
月
を
生
け
て
愛
で
ら
る
嫁
の
腕
前

(2月届出分)

年齢世帯主名

51 伸

86 祐完

97 兼 之

58 隆雄

82 冨雄

76 一 夫
72 房夫
88 吉邦

57 ユキ子

死亡者氏名

熊田伸郎

須藤ハツ

高橋兼嘉

芳賀隆雄

荻田タツ ヨ

講井ハツヨ

園谷 ミツ

大木 ナツ

関根英夫

地区

川辺

小高

南須釜

1，784戸(+6)

3，747人(+1 ) 

7，607人 (ーア)

3，860人(-8)

村のようす
( 11年3月18現在)

-
固

u
u
'

・A

村

公

民

館

針

登
里

川
崎
美
智
子

古
び
た
る
犬
小
屋
な
れ
ど
一
日
を
ペ
ン
キ
法
一
リ
つ
つ
力
一
ブ
1
の
仕
上
げ

曲
心
き
く
み

士
き
兄
が
思
わ
れ
て
な
ら
ぬ
人
営
し
帰
省
も
出
来
、ず
の
十
年
ピ
八
ヶ
月

愛
の
紳
を
織
姫
に
み
る
宇
宙
を
も
眼
界
ど
せ
ぬ
そ
の
執
念
の

真
弓

は
ん

針

愛
子

掘
り
起
噌
}
す
畑
の
里
芋
ご
ろ
ご
ろ
と
子
芋
も
つ
れ
て
豊
作
の
年

溝
井
は
な
よ

ウ

10 ""4日1日より全面的に適用されます週40時間労働制~4月 1 臼より全面的に適用されます週40時間労働制11 
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私
の
ふ
る
さ
と

大

i
岩
手
県
大
野
村

i

鈴
木
輝
一
ず
さ
ん
(
北
須
釜
)

J
戸
私
の
ふ
る
さ
と
は
、

V
Y

岩
手
県
九
戸
郡
大
野
村

ざ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

県
の
最
北
部
地
域
で
、

久
慈
市
の
隣
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

大
野
村
は
、
三
人
一
芸
の
里
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
場
産
業
を
育

成
し
て
村
お
こ
し
を
展
開
し
て
い
る

元
気
の
あ
る
村
で
す
。
村
の
人
口
は
、

お
お
よ
そ
六
，
四
O
O
人
、
面
積
が
一

一
一
一
四
矧
で
す
。
主
な
産
業
は
、
酪
農
と

木
工
業
で
自
然
と
共
存
し
て
い
ま
す
。

村
内
に
は
一
一
，
O
O
O
頭
以
上
の

乳
用
牛
が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
い
っ

シ
リ
ー
ズ
今
日
の
食
卓
⑪

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中i畷9

今
月
の
お
題
は

「
春
は
も
う
す
ぐ
で
す
」

3
1
4
月
は
、
雛
祭
り
、
卒
業

式
、
お
彼
岸
、
入
学
式
と
慌
た
だ

し
く
過
ぎ
て
暖
か
い
春
を
迎
え
ま

す。
鮭
の
ピ
ン
ク
、
卵
の
黄
色
、
青

じ
そ
の
緑
と
住
ど
り
も
す
っ
か
り

春
。
簡
単
で
手
間
い
ら
ず
の
こ
の

一
品
で
楽
し
い
食
卓
を
間
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

fさけ寿司j

1人分252キ日力口リー

-ご飯 440g 

・塩鮭(又は生か瓶詰めつレーク)160g 

A-酢大さじ21/2・砂糖大さじ11/2 
塩小さじ1/2

料 (4人分)……材

-蕎じそ 4枚 ・紅しょうが少々
・刻みのり逓霊 ・塩ごま大さじ 1

日一卵21回、砂糖 /J¥さじ2、潜小さじ3、

現少々

た
手
づ
く
り
の
乳
製
品
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
工
業
は
、
北
上
山
地

で
育
っ
た
丈
夫
な
木
材
を
素
材
に

各
種
木
工
品
が
製
品
化
さ
れ
て
お

り
貯
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

村
に
は
、
「
お
お
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と

い
う
村
の
産
業
や
文
化
の
拠
点
と

な
る
大
規
模
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
施
設
に
は
、
道
の
駅
や
温
泉
、

宿
泊
、
各
種
レ
ジ
ャ
ー
、
各
種
工
房

施
設
な
ど
が
あ
っ
て
、
年
間
約
問

万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

5
「
め
つ
つ
る
』
と

は
、
ど
う
一
富
山
う
意
味
で
し
ょ
う
か
?

※
先
月
の
答
え

5
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」

方一一

①ご飯{こAの合わせ酵を加え、

混ぜながら冷やします。

②鮭は焼いて身をほぐす。青じ

そと紅しょうがは干切り。

③Bで妙り卵を作る。

告か!こ②と③を加え、きれいに

盛りつけ、のりをちらし、ご

まを，""S¥りかける。

り一一作

「
子
供
の
時
の
想
い
と
は
、
自
分

自
身
の
宝
な
り
。
」

私
の
生
ま
れ
は
、
中
村
で
す
。

想
い
出
の
中
学
時
代
は
、
す
ご
い

食
糧
不
足
で
し
た
。
食
べ
物
に
あ

り
つ
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
は

何
か
?
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
だ
、

そ
れ
に
は
魚
を
取
っ
て
食
べ
る
こ

と
と
思
い
、
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で

魚
取
り
に
一
生
懸
命
に
励
み
ま
し

た
。
鮒
、
ど
じ
ょ
う
、
田
螺
な
ど

沢
山
取
っ
て
来
る
と
、
母
が
「
幸

勝
、
よ
く
ぞ
こ
ん
な
に
取
っ
て
来

た
も
の
だ
な
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
の
微
笑
ん
だ
顔
が

い
ま
だ
に
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

父
は
、
母
と
は
反
対
に
「
勉
強
し

な
い
と
後
悔
先
に
立
た
ず
」
と
よ

く
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
そ
の
言

葉
が
今
に
な
っ
て
身
に
し
み
て
感

じ
て
お
り
ま
す
。

秋
に
は
、

心に残る
我がふるさと

『想い出は宝なり』

埼玉県上福岡市

吉田幸勝さん

(中出身・吉田金治さんの弟)

で
イ
ナ
ゴ

取
り
や
落
ち
穂
拾
い
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
用
品
を
貰
っ
た
想
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
に
は
、

山
に
行
っ
て
木
の
根
っ
こ
を
取
り

そ
れ
を
乾
燥
さ
せ
て
松
明
を
つ
く

り
ま
す
。
そ
し
て

5
月
頃
の
夜
に

松
明
の
明
か
り
で
「
ど
じ
ょ
う
」
が

眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
銘
で
突
い

て
取
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
ど
じ

ょ
う
は
一
番
の
御
馳
走
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
学
校
に
鼠
の
尾
っ
ぽ
を

持
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
何
の
為
に
持
っ
て
行
っ
た

の
か
未
だ
に
分
か
り
ま
せ
ん
。
子

供
な
り
に
考
え
た
り
も
し
ま
し
た
。

も
し
か
し
て
「
先
生
全
員
で
ス
l
プ

に
し
て
欽
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
?

フ
カ
ヒ
レ
ス

l
プ
の
よ
う
に
』
な

ど
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
ま
さ
か
」
で
す
よ
ね
。

皆
様
、
幼
い
頃
の
こ
と
を
想
い

出
し
て
楽
し
く
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

12 




